
国際的市民権を得た宮島沼
～ ラムサール条約新規登録の沼の検証～

く さの ・さだ ひ ろ

福岡県生 まれ。福岡学芸大
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の間、美唄西部 の湖沼群を観
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,
要

旨ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
基
づ
く
湿
地
に
、
宮
島
沼
が

新
た
に
登
録
さ
れ
た
。

マ
ガ
ン
を
主
と
す
る
渡
り
鳥

の
重
要
中
継
地
で
あ
る
同
沼
に
つ
い
て
、
登
録
に
至

る
ま
で
の
背
景
と
し
て
水
鳥
の
利
用
現
況
を
簡
単
に

報
告
す
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
の
人
と
鳥
と
の
共
存
に

か
か
わ
る
い
く

つ
か
の
問
題
点
を
探
り
、
今
後
の
沼

環
境
保
全
の
課
題
を
提
起
し
た
い
。

二
〇
〇
二
年

=

月
二
二
日
、
ス
ペ
イ
ン
で
の
第
八
回

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
結
国
会
議
で
、
井
坂
美
唄
市
長
が
宮

島
沼
の
登
録
証
を
受
け
取

っ
た
。
日
本

で
は
宮
島
沼
と
愛

知
県
の
藤
前
干
潟
の
ニ
ヵ
所
が
加
わ
り
、
加
盟

一
三
三
力

国
の
登
録
湿
地
は

一
、
二
二
九
ヵ
所
を
数
え
る
と
い
う
。

国
内

一
三
ヵ
所
、
そ
の
内
、
北
海
道

で
は
釧
路
湿
原
、
ウ

ト
ナ
イ
湖
、
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖
、
霧
多
布
湿
原
、
厚
岸
湖

・

別
寒
辺
牛
湿
原
に
次
い
で
宮
島
沼
で
六
ヵ
所
と
な

っ
た
。

宮
島
沼
の
顔

マ
ガ
ン

わ
が
国
で
越
冬
す
る
ガ
ン
類
は
、
数
多
い
順
に
マ
ガ
ン
、

ヒ
シ
ク
イ
、

コ
ク
ガ
ン
で
、
数
羽
が
混
在
し

て
飛
来
す
る

希
少
種
の
カ
リ
ガ
ネ
、

シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
、
バ
ク
ガ
ン
、

サ
カ
ツ
ラ
ガ
ン
、

ハ
イ
イ
ロ
ガ
ン
を
合
わ
せ
て
八
種
で
あ

る
。

マ
ガ
ン
だ
け
が
、
万
単
位

で
羽
数
を
数
え
ら
れ
る
。

こ
の
マ
ガ
ン
に
選
ば
れ
て
、
秋
春
の
渡
り
の
中
継
地
と

な

っ
て
い
る
の
が
、
石
狩
平
野

の
一
角
、
美
唄
市
の
西
の

外
れ
に
位
置
す
る
宮
島
沼
と
そ
の
周
り
の
水
田
地
帯
で
あ

る
。
特

に
春
季
は
、
北
帰
す
る
ま
で
の
日
本
最
大
羽
数
最

北
の
集
結
地
と
な

っ
て
い
る
。

一 宮口沼とは

所在 美唄市字大富(西 美唄町大曲二区=北 緯43020',東 経141043')

所 有 財務省及び国土交通省

形態 面積41ha{財 務 省9ha・ 国土交通省32ha》

石狩川流域泥炭地内の腐植型栄養水質の淡水湖沼。

標高13m、 最大水深2.4(1,23》 臥 平均水深1.7{q861m

※ 【0,内は 実測値1994年8月 二田辺他1

法制 国設鳥獣保護区及び特別保護区{2002年9月 設定1

沼名 今は、沼のすぐ西をショー トカッ トされた石狩川が流れているが、以前の地形

では川が大きく月形側に湾曲して流れていた。1893年(明 治26年)湾 曲部の内側

を、新潟から移住してきた宮島佐次郎が払い下げを受けて農場を経営する。その

農地に隣接していた無名の大沼を、人々は宮島沼と名付けて呼ぷようになった。

人

は

、

万

葉

の
昔

か

ら

ガ

ン
と
共

存

♪

さ

ー
お

に
な

あ

ー
れ

か

ー
ぎ

に
な

あ

ー
れ

へ
の
字

に
な

っ
て

わ

あ

ー
た

ー
れ

1

古

く

か

ら

謡

い
継

が

れ

て
き

た
童

唄

、

初

雁

が
青

空

高

く

渡

っ
て

い
く
。

空

飛

ぶ

そ

の
姿

を

見

て
、

子

供

た
ち

は

ち

ょ

っ
と

の
間
、

遊

び

の
手

を
止

め

、

雁

の
隊

列
を

指

さ

し

て

口
ず

さ

ん

だ

の
は
、

日
本

の
ど

こ

で

で
も

見

ら
れ

る
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光
景
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
万
葉
の
昔
か
ら
も
続
い
て
、
そ

の
時
々
の
思
い
を
込
め
て
歌
に
詠
み
込
ま
れ

て
き
た
。
雁

は
、
大
陸
の
中
国
や
朝
鮮
で
も
見
ら
れ
て
い
て
、
異
国

の

地
か
ら
も
遣
新
羅
使
人
が
望
郷
の
念
を
歌
に
託
し
て
残
し

て
い
る
。

◇
雁
が
ね
は
使
に
来
む
と
騒
ぐ
ら
む

秋
風
寒
み
そ
の
河
の
辺
に

◇
雲
隠
り
鳴
く
な
る
雁
の
去
(
ゆ
)
き
て
居
む

秋
田
の
穂
立
繁
く
し
念
(お
も
)
ほ
ゆ

◇
ひ
さ
か
た
の
雨
間
も
お
か
ず
雲
隠
り

鳴
き
ぞ
去
(
ゆ
)
く
な
る
早
稲
田
雁

が
ね

◇
燕
来
る
時
と
な
り
ぬ
と
雁
が
ね
は

本
郷
(
く
に
)
思
い
つ
つ
雲
が
く
り
喧
く

◇
天
飛
ぶ
や
可
里
(
か
り
)
を
使

い
に
得
て
し
か
も

奈
良
の
都
に
言
告
げ
遺
ら
む

(万
葉
集
～
大
伴
家
持
)

二
つ
の
呼
び
名
を
持

つ
鳥
。
万
葉
集
に
は
、
鳥
の
短
歌

が
ホ
ト
ト
ギ
ス
一
五
六
に
次
い
で
雁
を
詠
ん
だ
歌
が
六
七

首
。
人
が
稲
を
作
り
、
落
ち
穂
を
カ
リ
が
餌

に
す
る
。
ガ

ン
は
そ
れ
で
冬
の
命
を
繋
ぎ
、
人
は
鳥
の
姿
や
声
に
心
を

癒
す
と
い
う
共
存
関
係
を
連
綿
と
保

っ
て
き
た
。

飛
形
の
美
し
さ
か
ら
、
『雁
行
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

東
北
地
方
の
古
い
街
に
は
、
商
家
の
軒
先
の

『
雁
木
』
も

あ
る
。
い
わ
ば
、
屋
根
付
き
歩
道
の
列
の
並
び
が
、
空
を

組
ん
で
飛
ぶ
雁
の
姿
に
重
ね
A
口
わ
さ
れ
て
そ
う
呼
ば
れ
た

と
い
う
。
和
菓
子
の

『
落
雁
』
は
、
食
べ
る
と
き
の
落
ち

こ
ぼ
れ
が
、
沼
上
に
落
下
す
る
雁
の
描
写
で
名
付
け
ら
れ

て
い
る
。
『
雁
首
』
、
『
雁
擬
き
』
…
。
詩
歌

に
詠
ま
れ
生

活

に
し

っ
か
り
と
融
け
こ
ん
で
、
人
々
の
心

に
捉
え
ら
れ

た
民
俗
の
鳥
、
こ
の
連
な
り
は
、
今
日
の
宮
島
沼
ま
で
続

い
て
い
る
。

そ
の
雁
が
、
極
く
限
ら
れ
た
地
域
を
除
い
て
日
本
各
地

か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
「
列
島
改
造
」

の
高
度
経
済

成
長
政
策
が
越
冬
環
境
を
激
変
さ
せ
、
雁
が
住
め
る
場
所

を
東
北
の
仙
北
平
野
に
残
る
伊
豆
沼
等
の
周
辺
部
だ
け
に

追

い
込
ん
で
し
ま

っ
た
。
関
東
以
南
で
は
、
雁

の
渡
り
が

絶
え
て
し
ま
っ
た
。

宮
島
沼
ス
ケ
ッ
チ

「春
か
ら
夏

へ
」

四
月
下
旬
の
宮
島
沼
、
漸
く
融
け
た

雪
が
乾
き
出
し
埃

っ
ぽ
く
な

っ
た
空
気
に
夕
陽
が
殊

の
ほ

か
赤
く
見
え
る
頃
、

マ
ガ

ン
の
群
れ
が

一
斉
に
ね
ぐ
ら
の

沼
に
入

っ
て
く
る
。
遙
か
彼
方
の
煙
と
見
え
た
条
が
、
見

る
間
に
太
く
竿
に
な
り
鈎
に
な

っ
て
迫

っ
て
く
る
。
耳
を

聾
す
る
ば
か
り
の
鳴
き
声
を
伴

っ
た
規
律
正
し
い
隊
列
は
、

見
物
者
の
頭
上
で
急
に
形
を
乱
し
て
水
面
に
落
ち
て
い
く
。

茜
色

の
残
照
を
映
す
沼
面
を
、
六
万
五
千
羽
の
マ
ガ
ン
の

黒
い
影
が
埋
め
尽
く
す
。
ま
た
、
雪
融
け
直
後
に
は
万
余

を
数
え
る
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
で
、
沼
を

『白
鳥
の
湖
』

に
変

え
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

月
形
町
か
ら
美
唄
市
峰
延

へ
の
樺
戸
道
路
が
、
石
狩
川

を
渡
り
き

っ
た
す
ぐ
北
側
に
、
沼
は
茶
色
に
濁

っ
た
水
を

湛
え
原
始
性
を
残
し
た
ま
ま
の
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
最

深
部

で
も
、
一メ
ー
ト
ル
程
、
白
鳥
の
首
が
届
い
て
沼
底

の

水
草

の
根
を
掘
り
取
る
こ
と
が
出
来
る
深
さ
し
か
な
い
と

こ
ろ
が
多
い
。

騒
が
し
か

っ
た

マ
ガ

ン
群
が
、
五
月
の
初
め
に
は

一
斉

に
北

へ
旅
発

っ
て
沼
が
空
に
な
る
。
競

っ
て
伸
び
だ
し
た

キ
タ
ヨ
シ
や
マ
コ
モ
が
繁
茂
し
た
岸
辺
で
は
、
草
原
の
小

鳥
が
体
に
相
応
し
く
な
い
程
の
大
声
で
自
己
を
主
張
す
る
。

沼
面
を
覆

っ
た
ヒ
シ
の
葉
で
、
幾
組
か
の
カ
イ
ツ
ブ
リ
が

浮
き
巣

で
の
子
育
て
を
終
え
る
と
、
夏
は
駆
け
足
で
過
ぎ

て
い
く
。

「
秋
そ
し
て
冬
」

九
月
下
旬
に
、
沼
周
辺
で
は
稲
刈
り

が
始
ま
る
。
L
空
の
弱
い
北
風
に
乗

っ
て
、
初
雁
が
飛
来

す
る
。

コ
ン
バ
イ
ン
の
刈
り
跡
を
追
う
よ
う
に
、
そ
の
年

生
ま
れ
の
若
鳥
を
連
れ
た
マ
ガ

ン
の
家
族
が
、
新
米
の
落

ち
穂

の
味
を
噛
み
締
め
る
。

マ
ガ
ン
群
は
、
沼
を
ね
ぐ
ら
に
春
と
同
様
な
休
息
、
採

食
行
動
を
と
る
。
天
候
条
件
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
渡
り
に

適
し
て
い
る
こ
と
は
、
沼
か
ら
越
冬
地
に
南
下
す
る
の
に

も
好
都
合
で
、
ガ

ン
群
の
最
大
羽
数
は
入
れ
代
わ
り
し
て

四
万
羽
を
越
え
な
い
が
、
十
月
い
っ
ぱ
い
を
こ
こ
で
過
ご

す
こ
と
に
な
る
。

北
側
の
山
ク
マ
ネ
シ
リ
の
頂
き
が
白
く
な
り
、
時
に
海沼いっぱいに浮くマガン
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越
冬
地
、
渡
り
の
道

マ
ガ
ン
は
、
仙
台
市
北
方
約
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地

に
あ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

の
伊
豆
沼

・
内
沼
、
そ
れ

に
蕪
栗
沼
等
で
冬
を
過
ご
す
。
雁
が
好
む
湿
地
が
、
工
場

や
宅
地
、
農
地
に
変
え
ら
れ
て
開
発
が
極
限
ま
で
進
行
し

た
。
太
平
洋
側
で
は
、

こ
こ
以
外
に
雁
の
越
冬
地
は
残
さ

れ
て
い
な
い
。

「雁
が
南

へ
飛
ん
で
行
か
あ
…
」
か

つ
て
、
侠
客
国
定

忠
治
が
見
た
関
東
地
方
の
雁
、
潮
来
、
沓
掛

な
ど
利
根
川

流
域
に
い
た
雁
の
姿
が
消
え
た
。
河
川
敷
は
ゴ
ル
フ
場
だ

ら
け
、
水
鳥
は
棲
む
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
た
。
か

つ
て

使

っ
た
東
京
湾
は
、
埋
め
立

て
で
雁
の
ね
ぐ
ら
が
消
え
た
。

つ
い
半
世
紀
前
ま
で
日
本
全
土
に
生
息
し

て
い
た
雁
た

ち
は
、
追
わ
れ
て
伊
豆
沼
近
郊

に
集
ま
ら
ざ

る
を
得
な
い

状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。
サ
サ
ニ
シ
キ
や
ヒ
ト
メ
ボ
レ
の

僅
か
な
落
ち
穂
で
、
日
本

で
の
冬
の
命
を
繋
ぐ
。
こ
こ
以

北
で
は
、
湖
沼
が
凍
結
す
る
の
で
冬
越
し
は
出
来
な
い
。

マ
ガ

ン
群
は
、
三
月
、
太
陽
の
高
度
を
感

じ
る
と
北

へ

の
旅
発
ち
を
始
め
る
。
栗
駒
山
地
を
越
え
秋

田
の
八
郎
潟

残
存
湖
周
辺
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
寄

っ
て
ア
キ
タ
コ
マ
チ
を

啄
む
。
本
道
で
は
ウ
ト
ナ
イ
湖
を
経
て
、
月
末
に
は
百
羽
、

二
百
羽
、
千
羽
と
宮
島
沼
に
集
ま
る
。
雪
の
下
か
ら
出

て

く
る
キ
ラ
ラ
一二
九
七
や
ホ
シ
ノ
ユ
メ
の
落
ち
籾
が
目
当
て

だ
。

マ
ガ
ン
の
渡
り
は
、
ラ
イ
ス
ロ
ー
ド
を
な
ぞ

っ
て
い

る
と
も
い
え
よ
う
か
。

日
本

で
冬
越
し
し
た
マ
ガ
ン
の
殆
ど
が
宮
島
沼
に
集
結

鷲
に
驚
か
さ
れ
て
多
く
の
ガ

ン
・
カ
モ
類
が
乱
舞
す
る
。

そ
れ
ら
が
南
下
し
終
え
る
の
は
冬
の
前
触
れ
、
ミ

コ
ア
イ

サ
、
カ
ワ
ア
イ
サ
の
集
団
が
鮒
な
ど
の
魚
を
追
う
。
日
幾

許
も
な
く
て
凍
て
つ
き
、
雪
原
と
化
し
た
沼
は
冬
の
眠
り

に

つ
い
て
春
を
待

つ
こ
と
に
な
る
。

受
難
の
マ
ガ
ン
そ
し
て
復
活

沼
の
周
り
は
、
深

い
泥
炭
地
で
、
長
い
こ
と
開
拓
か
ら

も
見
放
さ
れ
て
い
た
土
地
で
あ

っ
た
。
戦
後
、
食
料
事
情

の
逼
迫
は
、
排
水
技
術

の
進
歩
と
あ
い
ま
っ
て
農
地
の
広

が
り
が
要
求
さ
れ
た
。
原
野
が
耕
地
に
変
わ
る
。
水
鳥
が

棲
め
る
湿
地
が
急
速
に
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

雁
に
は
、
加
え
て
別
の
恐
怖
も
あ

っ
た
。
秋

に
南
下
し

て
く
る
鳥
た
ち
を
、
鉄
砲
の
照
準
器
が
狙
う
。
雁
は
、
急

速
に
そ
の
数
を
減
ら
し
て
い
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代
、
稲
作
を
求
め
て
原
野
開
拓
地
が
水
田

へ
と
転
換
さ
れ
る
。
こ
こ
を
重
要
な
中
継
地
と
し
て
い
た

雁
た
ち
に
は
救
い
と
な

っ
た
。
万
葉
の
昔
同
様
に
マ
ガ
ン

は
、
落
ち
籾
を
餌
に
し
て
、
自
分
た
ち
の
住
処
湿
地
を
荒

ら
し
た
人
間
と
の
共
存
を
探
し
当
て
た
の
で
あ
る
。

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
た

一
九
七

一
年

(昭
和
四
六
年
)、

滅
び
ゆ
く
ガ
ン
類

に
、
後
れ
馳
せ
な
が
ら
漸
く
保
護
の
法

的
網
が
被
せ
ら
れ
た
。
全
て
の
雁
類
が
、
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
る
。
そ
の
頃
の
約

一
、
五
〇
〇
羽
程
か
ら
、

七
年
後
そ
れ
ま
で
石
狩
湾
を
ね
ぐ
ら
に
使

っ
て
い
た
マ
ガ

ン
は
宮
島
沼
に
休
息
し
、
ね
ぐ
ら
と

エ
サ
場

に
恵
ま
れ
て

か
急
速
な
回
復
増
加
振
り
を
示
す
の
で
あ
る
。

東

ア
ジ
ア
で
の
マ
ガ

ン
羽
数
の
激
減
が
伝
え
ら
れ
る
中

で
、
地
域
は
限
ら
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
自
然
増
だ
け
で
は

説
明

つ
か
な
い
程
の
増
え
か
た
で
羽
数
は
急
速
に
復
活
し

だ
し
た
。
そ
の
急
増

の
理
由
は
定
か
で
な
い
。
最
近
の
黄

砂
現
象
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
陸
で
の
環
境
変
化
の
影
響

が
、

マ
ガ
ン
に
わ
が
国
を

『
駆
け
込
み
寺
』
と
し
て
認
知

し
、
四
月
早
く
の
沼
開
け
か
ら
月
末
ま
で
滞
在
し
て
周
辺

の
水
田
で
餌
を
取
る
。
そ
の
質
量
如
何
が
そ
の
年
の
育
雛

に
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
程
の
、
シ
ベ
リ
ア
に
向
け
て

北
帰
す
る
為
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
。

さ
れ
た
結
果
の

『社
会
増
』
だ
と
す
れ
ば
、
素
直
に
喜
ぶ

こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
…
。

数
は
増
え
て
も
、

エ
サ
場
水
田
を
利
用
し
て
き
た

マ
ガ

ン
群
は
、
農
作
物
を
荒
ら
す
こ
と
も
無
く
沼
周
辺
の
農
家

の
人
々
に
は
季
節
を
告
げ
る
鳥
と
し
て
見
守
ら
れ
な
が
ら

共
存
の
関
係
を
保

っ
て
き
た
。
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もう一つの受難 ～鉛中毒～

沼には、明治の頃からの鴨撃ちに使った鉛散弾粒が、表面の酸化物に腐蝕を妨げられ

て残存する。沼底の水草を食べる習性の白鳥などが、消化を助ける小石(グ リッド)と

して残留散弾鉛粒をわざわざ採取、鉛は筋胃の小石に削られて金属面を露出すると胃酸

でr消 化』されて血液に入り鉛中毒が発生する。

水鳥による鉛散弾の摂取は、全国の沼や川でも見られている。中毒死体を食べたトビ

等ワシ ・タカ類にも二次被害が発生している。

最近、各県1～2の 湖沼で鉛散弾禁止措置がなされたが、先進国のどこもがそうであ

るように、渡りのコース全域での全面的スチール散弾への切り替え法制化を急ぎたい・

シーズン毎水鳥落鳥数(単 位 羽}【 宮翻と近辺で憾しi鵬齢む;～2002年龍斑 草野調分～】

落鳥合計



マ
ガ
ン
増
と
問
題
発
生

解
決
へ
の
試
み

マ
ガ

ン
は
、
家
族
単
位
で
行
動
し
、
学
習
し
て
記
憶
す

る
習
性
を
持

つ
。
渡

っ
て
き
た

マ
ガ
ン
群
は
、
親
か
ら
子

へ
と
伝
え
ら
れ
脳
裏
に
刻
み
込
ま
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
、

い
つ
も
の
餌
場
に
降
下
す
る
。
雪
が
融
け
た
ば
か
り
の
水

田
に
残

っ
た
落
ち
籾
が
、
畔
草
と
と
も
に
好
む
主
要
な

エ

サ
に
な
る
。

マ
ガ
ン
の
エ
サ
が
穀
物
な
ら
ば
、

一
日

一
羽
当
た
り
百

マガンの飛来数(最 大羽数 日記録)

マガン 飛来数 春秋比較測

図

春 季=棒 グ ラ フ
ー 一一 秋畢 瞥折 れ 僚 ザーテ ヲ

1989年 か ら沼での鎌猟が自粛 さカた.
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グ
ラ
ム
程
必
要
と
す
る
。
。
仮
に
、
五
万
羽
が
二
〇
日
間

滞
在
す
れ
ば
、
百
ト
ン
の
籾
が
必
要
量
と
な
る
。
刈
り
跡

の
落
ち
穂
は
、

一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
平
均
凡
そ
四
〇
〇
粒

が
残
さ
れ
て
い
る
。

一
羽
当
た
り

一
日
十
平
方

メ
ー
ト
ル

余
、
五
万
羽
の
二
〇
日
間
分
は
、
余
裕
を
み
て
も
二
千

ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
で
事
足
り
る
計
算
に
な
る
。
伝
来
の
主

な
餌
場
、
美
唄
市
西
美
唄
町
や
上
美
唄
町
、
北
村
の
豊
正
、

中
小
屋
地
区
の
水
田
だ
け
で
十
分
で
あ

っ
た
。

一
九
八
○
年
代
に
入
る
と
、
水
田
減
反
と
い
う
農
業
政

策
が
と
ら
れ
る
。
八
○
年
代
半
ば
沼
周
辺
で
も
、

マ
ガ

ン

の
記
憶
に
存
在
す
る
既
存
水
田
の
約
四
割
が
転
作
の
麦
畑

に
変
え
ら
れ
て
い
た
。
穀
物
が
無
け
れ
ば
、
青
草
11
麦
芽

を
食
べ
る
、
青
草
な
ら
ば
、

一
羽

一
日
当
た
り
の
必
要
量

は
約
ニ
キ

ロ
グ
ラ
ム
。
麦
畑
に
降
り
た
数
百
数
千
羽
単
位

の
群
は
、
恰
も
鎌
で
刈

っ
た
よ
う
に
麦
の
芽
を
食

べ
だ
し

た
。

マ
ガ
ン
が
農
家
の
敵
と
な
る
害
鳥
に
化
け
、
食
害
が

発
生
し
た
。

宮
島
沼
を
鳥
獣
保
護
区

へ
と
い
う
動
き
は
、

一
方
的
被

害
を
被
る
地
元
農
家
の
心
情
を
無
視
し
て
は
実
現

で
き
な

い
。
道
当
局
、
自
治
体
と
食
害
に
悩
む
地
元
農
民
と
の
折

衝
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
九
〇
年
代

半
ば
に
な
る
と
、

一
時
的

に
減
反
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
て

復
田
作
業
が
す
す
み
、
稲
作
が
回
復
し
た
。
当
然
の
こ
と
、

マ
ガ
ン
に
よ
る
農
作
物
食
害
も
消
滅
し
、
農
民
の
被
害
補

償
要
求
も
下
火
と
な

っ
た
。

W
T
O
ウ
ル
グ
ア
イ
合
意
に
よ
っ
て
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク

セ
ス
と
い
う
約
定
で
米
の
輸
入
が
増
大
す
る
。
北
海
道
全

部

の
産
米
数
を
超
え
た
輸
入
量
で
あ
る
。
も
う
す
ぐ
に
二

十

一
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
す
る
年
代
か
ら
は
、
再
び
四
割

を
越
え
た
減
反
政
策
が
強
化
さ
れ
て
今
に
至

っ
て
き
た
。

小
麦
の
芽

へ
の
食
害
が
、
深
刻
度
を
増
し
て
き
た
。

地
元
で
は
、
沼
の
保
全
や
食
害
に
つ
い
て
の
研
究
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
上
げ
る
な
ど
、

マ
ガ
ン
と
の
共
存

の
試
行
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
被
害
農
家
住
民
と
美
唄
市

及
び
東
京
大
学
大
学
院
の
研
究
者
が
、
三
者
共
同
し
て
食

害
防
除
に
適
し
た
器
材
、
時
期
、
方
法
等
の
開
発
や
研
究

も
含
め
た
試
験
作
業
も
行
な
わ
れ
、
そ
れ
な
り
の
成
果
も

得
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
散
布
し
た
造
成

エ
サ
場
に
マ
ガ

ン
を
誘
導
し
て
、
麦
芽
食
害
を
少
な
く
す
る
試
み
も
三
力

年
に
わ
た

っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
点
は
、

一
地
方

一
部
有
志
の
試
行
研
究
だ

け
で
は
到
底
解
決
で
き
る
問
題
で
は
無
い
。
こ
の
度
、
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
、
国
が
、
こ
れ
を

取
り
上
げ
、
解
決
に
向
け
人
的

・
財
的
に
本
格
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ラ
条
約
登
録
と
残
さ
れ
た
課
題

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
と
な

っ
た
宮
島
沼
の
周
囲
に

は
、
鳥
獣
保
護
区
及
び
特
別
保
護
区
を
記
し
た
小
さ
な
赤

い
看
板
が
八
本
設
置
さ
れ
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
外
観
で
登

録
地
と
し
て
判
別
で
き
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ

で
良
い
、
今

の
姿
を
そ
の
ま
ま
に
次
の
世
代
に
渡
す
こ
と

が
出
来
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
登
録
さ
れ
た
の

は

『
沼
』
だ
け
、

マ
ガ

ン
の
生
息
に
不
可
欠
な
二
つ
の
条

件
の

一
つ
の
ね
ぐ
ら
～
そ
れ
も
飽
和
に
達
し
て
い
る
～
が

法

で
確
保
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の
条
件

『
エ
サ
場
の
確
保
』
は
手

つ
か
ず
の

ま
ま
で
あ
る
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
で
い
う
湿
地
の
定
義
、
…

そ
れ
が
自
然
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
人
工
の
も
の
で
あ
ろ
う

と
…
マ
ガ

ン
が

エ
サ
場
に
し
て
い
る
水
田
は
立
派
な

『湿

地
』
に
他
な
ら
な
い
の
だ
が
…
。

水
田
稲
作
さ
え
維
持
さ
れ
れ
ば
、
落
ち
穂
さ
え
あ
れ
ば
、

農
作
物

へ
の
加
害
は
あ
り
得
な
い
。
遡

っ
て
見
る
と
、
か

つ
て
の
減
反
緩
和
措
置
11
復
田
は
、
最
良
の
食
害
防
止
策

90



で
あ

っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。

天
然
記
念
物
が
大
挙
飛
来
す
る
沼
、
時
の
農
政
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
せ
め
て
餌
場
と
し
て
地
元
農
家
の
人
々

の
利
益
に
も
合
致
す
る
よ
う
な
、
沼
周
辺
で
は
稲
作
を
保

持
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

マ
ガ

ン
数
が
は
る

白鳥 ・鴨類の年度別飛来(春 季)
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か
に
増
え
た
今
、
願
わ
く
ば
滝
川
か
ら
石
狩
湾
そ
し
て
鵡

川
あ
た
り
を
結
ん
だ
空
知
と
石
狩
平
野
に
広
が
る
大
き
な

三
角
形
内

一
帯
の
水
田
を
も
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地

に
し
て
、
ガ
ン
類
等
水
鳥
の
エ
サ
場
と
し
て
維
持
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

初

雁

◇
春
霞
か
す
み
て
い
に
し
か
り
が
ね
は

今
ぞ
鳴
く
な
り
秋
ぎ
り
の
上
に

…
古
今
和
歌
集
…

沼
辺
の
マ
コ
モ
や
キ
タ
ヨ
シ
に
隠
れ
て
い
た
カ
ル
ガ
モ

の
子
が
、
親
と
殆
ど
見
分
け
付
か
な
い
程
に
成
長
し
た
ら

秋
の
訪
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
初
雁
が
渡

っ
て
く
る
。

マ

ガ

ン
が
子
育
て
を
終
え
て
、
再
び
沼
に
雁
が
姿
を
現
す
の

は
九
月
末
か
ら
十
月
に
か
け
て
で
あ
る
。

◇
常
世
い
で
て
旅
の
そ
ら
な
る
か
り
が
ね
も

列
に
後
れ
ぬ
程
ぞ
な
ぐ
さ
む

…
源
氏
物
語
…

雁
は
、
古
代
日
本
人
が
信
じ
て
い
た
理
想
郷
か
ら
飛
ん

で
来
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
。

一
九
九
二
年

一
〇
月
四
日
は
、
日
本
に
渡

っ
て
く
る

マ

ガ
ン
の
故
郷
を
知
る
上
で
記
念
す
る
日
と
な

っ
た
。
宮
島

沼
に
降
り
た
数
百
羽
の
中
に
、

一
羽
の
緑
首
輪
の
雁
が
い

た
。
白
い
文
字
は
、
隔
幽
團
閣
凹
と
読
め
る
。
同
年
八
月
、

東
シ
ベ
リ
ア
の
ア
ナ
ド
ゥ
リ
近
郊
で
、
日
米

ロ
シ
ア
三
ケ

国
土
ハ同
調
査
隊
の
手

で
装
着
し
た

一
六
羽
中
の

一
羽
だ

っ

た
。
翌
年
夏
、
日

ロ
共
同
隊
は
、
更
に
六
七
羽
に
首
輪
を

装
着
し
、
そ
の
緑
の
標
識

マ
ガ
ン
が
宮
島
沼
で

一
五
羽
も

発
見
さ
れ
た
。
(後
で
、
こ
れ
ら
標
識

マ
ガ

ン
は
、
換
羽

地
で
の
装
着
だ

っ
た
こ
と
が
確
度
高
く
推
定
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
標
識
に
加
え
発
信
器
装
着
鳥
で
の
、
人
工
衛
星
に

よ
る
繁
殖
地
の
特
定
作
業
が
試
行
さ
れ
て
い
る
)

と
に
か
く
も
、
日
本
に
渡

っ
て
く
る
マ
ガ
ン
の
故
郷
の
、

そ
の

一
部
が
判
明
し
た
。
『常
世
』
は
、
東
シ
ベ
リ
ア
だ

っ

た
の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
ほ
う
が
、

ロ
マ
ン
を
壊
さ
れ
な
く
て
良
か

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

十
月

一
日
は
狩
猟
の
解
禁
日
、
銃
声
が
轟
く
と
、
沼
は

鳥

の
影

一
つ
無
い
空
間
と
な
る
。
渡

っ
て
き
た

マ
ガ
ン
群

は
、
怯
え
て
沼
に
降
り
る
こ
と
も
無
く
通
り
過
ぎ
て
い
く

だ
け
だ

っ
た
。

一
九
八
九
年
、
白
鳥
の
鉛
中
毒
死
多
発
で
、

沼
で
の
銃
猟
が
自
粛
さ
れ
た
。
近
隣
の
河
川
湖
沼
か
ら
、

銃
禍
を
逃
れ
て
集
ま
る
沢
山

の
鴨
た
ち
同
様
に
、

マ
ガ
ン

が
秋
に
も
宮
島
沼
に
長
逗
留
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
雁
に

は
、
春
季
同
様
に
渡
り
の
重
要
中
継
寄
留
地
と
し
て
脳
細

胞
に
刻
み
こ
ま
れ
て
し
ま

っ
た
。

図
示
の
よ
う
に
、
銃
猟
自
粛
の
前
後
で
の
マ
ガ
ン
数
の

変
化
が
際
立

っ
て
い
る
。

雁
が
安
ら
ぐ
空
間
は
、
人
に
も
優
し
い

小
さ
な
沼
に
溢
れ
る
マ
ガ

ン
、
世
界
的
に
も
珍
し
く
貴

重
な
宮
島
沼
の
自
然
は
、
現
代
が
未
来
に
引
き
継
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
財
産
で
あ
る
。

マ
ガ
ン
は
、
こ
の
沼
で
、

秋
に
四
万
羽
、
春
に
六
万
余
羽
が
約

一
ヵ
月
も
逗
留
す
る
。

◇
け
ふ
か
ら
は
日
本
の
雁
ぞ
楽
に
寝
よ

…

一
茶
…

親
子
連
れ
だ

っ
て
日
本

の
秋
を
訪
ね
た
マ
ガ

ン
は
、
冬

の
七
ヵ
月
余
り
も
過
ご
し
て
い
く
。
春
が
来
て
、
宮
島
沼

辺
り
で
集
結
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
っ
ぷ
り
貯
え
た
マ
ガ

ン
た
ち
は
、
田
耕
し
が
始
ま

っ
た
頃
、
や
が
て
連
れ
て
く

る
雛
た
ち
に
、
日
本

の
冬
と
人
の
心
が
暖
か
か
ら
ん
こ
と

を
信
じ
て
、
シ
ベ
リ
ア
に
向
け
て
子
育
て
の
旅
に
発

っ
て

い
く
。
五
月
初
め
の
朝
早
く
、
家
族
毎
に
組
ん
だ
隊
列
は
、

一

路
四
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
の
彼
方

へ
と
、
高
く
、
遠
く
、

消
え
去

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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